
令和 6年度第 4次生涯学習推進計画の取組の評価まとめ 

 

生涯学習の推進において重要なのは、学習機会の提供そのものを目的化する

のではなく、学びが地域や社会の中での具体的な行動へとつながる仕組みを構

築することにある。知識や技能の習得にとどまらず、学んだ成果を地域活動や社

会参画へと結び付ける明確な道筋（役割や場の提供）を示すことが、今後の生涯

学習施策には強く求められる。 

 

１．「自分のこと」として捉える主体的な学びの展開 

 学習内容は、日常生活や地域の身近な課題と密接に関連している必要がある。

自らの経験や関心に即して学ぶことで、参加者は学びを「自分のこと」として捉

え、受動的な受講から主体的な学習へ意識を変化させることができる。こうした

実践的な学びは、課題解決力を育むとともに、地域社会との関わりを深める重要

な契機となる。 

 

２．相互理解を促す「学びの場」の提供及び支援体制の拡充 

 教育関係者や地域で活動している人など、多様な立場の人が共に学ぶ場を設

けることは、相互理解を促進し、学習の質を一層高めることにつながる。こうし

た「学びの場」を通じて、分野を超えたつながりや協力して進められる体制を整

えるべきである。 

 

３．戦略的な情報発信と関心の拡大 

 生涯学習を地域全体に根付かせるためには、活動の成果や参画の可能性を積

極的に発信し続ける姿勢が不可欠である。学習に直接参加していない市民や団

体に対しても、生涯学習の意義を伝える取り組みを進めることで、新たな参加者

や協力者を募り、地域全体の活性化につなげる必要がある。 

 

総括 

 学びを個人の自己啓発で終わらせず、地域づくりや社会参画と結びつけて循環

させていくことで、生涯学習を人と地域を支える確かな基盤としていくべきであ

る。今後の生涯学習推進にあたっては、学びの場を整えるだけでなく、以下の３

点を軸とした継続的な取組が求められる。 

（１）実践へとつながる仕組みの整備 

（２）主体的な参加を促す内容の工夫 

（３）成果を社会に開いていく情報発信力 


